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Ⅰ 第 16 週の発生動向（2010/4/19～2010/4/25） 

 1. 感染性胃腸炎については、県全体の届出数が前週に比べ 26 人増の 286 人です。保健所管内別では、青森

市保健所、上十三保健所管内の定点あたり報告数が多いことから他の地域においても注意が必要です。 

Ⅱ 第 16 週五類感染症定点把握 注：五類感染症定点把握疾病の警報・注意報については、二次保健医療圏単位で判定しています。 

 青森県内の定点（医療機関）数については青森県感染症発生動向調査ＴＯＰページをご覧ください。 

 

   は警報、   は注意報。「空欄」：患者発生無し。  
Ⅲ 表Ⅱ以外の感染症法対象疾患     （注：届出状況は速報値です） 
（ 9）結核(二類全数把握疾患)：青森市１人            (22年計:76人) 

Ⅳ 病原体検出情報      
・病原体情報はありませんでした。 

☞過去の全数把握疾患については、月報をご覧ください。 

                  マママラララリリリアアア      （四類全数把握）            
                   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

増減数

数 人/定点 数 人/定点 数 人/定点 数 人/定点 数 人/定点 数 人/定点 数 人/定点 (前週からの増減） 数 人/定点 数 人/定点

小児科

+内科
(85)  イ  ン  フ  ル  エ  ン  ザ 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 -2 0 0.0 0 0.0

(74)　ＲＳウイルス感染症 1 0.1 1 0.1 1 0.1 2 0.4 3 0.5 0 0.0 8 0.2 -7 0 0.0 1 0.1

(75)  咽    頭    結    膜    熱 0 0.0 3 0.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 0.5 5 0.1 -3 0 0.0 0 0.0

(76)   A 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌 咽 頭 炎 23 2.6 11 1.2 5 0.6 7 1.4 7 1.2 2 0.5 55 1.3 2 0 0.0 23 2.9

(77)  感  染  性  胃  腸  炎 116 12.9 38 4.2 16 1.8 9 1.8 65 10.8 42 10.5 286 6.8 26 7 7.0 109 13.6

(78)  水                痘 10 1.1 8 0.9 6 0.7 4 0.8 18 3.0 14 3.5 60 1.4 2 0 0.0 10 1.3

(79)　手 　  足　   口  　 病 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0 0.0 0 0.0

(80)  伝    染    性   紅   斑 6 0.7 0 0.0 1 0.1 0 0.0 4 0.7 6 1.5 17 0.4 -7 0 0.0 6 0.8

(81)  突    発    性   発 し　ん 4 0.4 5 0.6 4 0.4 2 0.4 1 0.2 1 0.3 17 0.4 -10 2 2.0 2 0.3

(82)  百      日       咳 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0 0.0 0 0.0

(83)  ヘ ル パ ン ギ ー ナ 2 0.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 0.0 2 0 0.0 2 0.3

(84)  流 行 性 耳 下 腺 炎 12 1.3 4 0.4 1 0.1 6 1.2 7 1.2 0 0.0 30 0.7 -5 4 4.0 8 1.0

(86)  急 性 出 血 性 結 膜 炎 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0  0 0.0

(87)  流  行  性  角  結  膜  炎 0 0.0 0 0.0 2 1.0 2 2.0 0 0.0 0 0.0 4 0.4 -1   0 0.0

(92)　ク ラ ミ ジ ア 肺 炎 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0  0 0.0

(93)  細 菌 性 髄 膜 炎 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0  0 0.0

(95)　マイコプラズマ肺炎 0 0.0 1 1.0 8 8.0 0 0.0 0 0.0 4 4.0 13 2.2 5  0 0.0

(96)  無 菌 性 髄 膜 炎 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0  0 0.0

基幹

む つ 青 森 県 計 東地方(再掲) 青森市（再掲）

小児科

眼科

疾患名
東地方+青森市 弘前 八戸 五 所 川 原 上　十　三
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フィリピン・ミンダナオ島、北コタバト地
域においてマラリアの集団発生（患者 43 人）
がありました（4/24 報道発表）図赤丸部分。 本
疾患の病原体は、Plasmodium 属の原虫で、
ヒトに疾患を起こすのは熱帯熱マラリア原
虫、三日熱マラリア原虫、卵形マラリア原虫、
四日熱マラリア原虫の 4 種類で、ハマダラカ
によって媒介されます。主な症状は、発熱、
悪寒、頭痛、筋肉痛、関節痛で、発熱は間隔
をあけて発熱期と無熱期を繰り返します。 
短期間で重症となる恐れのある熱帯熱マラ

リアの潜伏期間は 1～3 週間、その他のマラリ
アでも 10 日～4 週間です。感染経路には、血
液を介した輸血、母子感染等もありますが、
海外での感染予防は、蚊に刺されないことで
す。また、帰国時に発熱等があった場合は、
空港検疫所で健康相談を行っています。また
数日後に症状が出た場合には、直ちに医療機
関を受診し、渡航先、滞在期間等を申し出る
ことが重要です。 出典：WHO （International travel and health ）2009

図 マラリア流行地域 

発生国→アジア、アフリカ中東、中南米、中国南部。 

 マラリアの感染が起こっている地域 

 限定的ではあるが、マラリアの感染が起こっている地域 

 マラリアの発生がない地域 


